
◆学校を欠席（遅刻）する場合、どうすればいいの？◆

◆生活習慣を整えよう◆

◇家庭では◇

◇学校では◇
　毎日、健康観察や欠席調査、相談活動等を行い、心身の健康状態の把握に努めています。

◆けがや病気のとき◆

　重症の場合はすぐに救急車を呼ぶなどの適切な措置をとります。

◆AED(自動体外式除細動器）について◆
本校は、AEDの設置施設です。職員室と保健室に備え付けられています。

◆熱中症対策について◆

◇一宮市の取り組み◇

◇学校の取り組み◇

欠席･遅刻について　

朝の健康チェックメールでお知らせください。
ただし、何か気になることがございましたら、メールに加えて電話でも直接ご連絡くださ
い。

　小学校で過ごす６年間で、これからの成長のもととなる知識や体力をつけていきます。
また、集団生活の中できまりを学んだり、人との関わりを通じて心も発達していきます。
毎日を健康で元気よく過ごせるように、正しい生活習慣を身につけていきましょう。

　早寝早起きをし、３度の食事はバランスを考えて摂り、
規則正しい生活を心がけましょう。

　また、児童の訴えを大切にし、温かく受容的態度で接し、心の安定を支援しながら、健康
の自主管理ができるよう働きかけをします。

　毎月、保健だよりを発行したり、保健指導をしたりしています。教職員は、「食物アレル
ギー対応」や「熱中症対応」等の研修を毎年行っています。
　年に１度、学校保健委員会において、ＰＴＡの委員や保護者の皆様を対象に、
「救命救急法」「ＡＥＤの使い方」などの講習会を開催しています。

　健康診断等を行うことにより、疾病等の異常の早期発見に努めています。見つかった疾患
に対しては受診勧告を行い、その結果について継続的に観察していくなど、事後措置の徹底
を図っています。

　学校でけがをしたり、体調が悪くなったりしたときは保健室で応急手当をします。
よくならないときは、保護者の方に連絡をとって早退させます。
　また、緊急の場合、保護者の方へ連絡をとって病院で治療をします。

※何かあったら家庭連絡票の緊急連絡先に連絡しますので必ず連絡がとれるように
しておいてください。

※回復の妨げになったり、アレルギー症状を起こしたりする恐れがあるため、学校では
消毒液や湿布薬は使用しません。また、内服薬は服用させません。

　市内全校の小中学校では、夏期は1日に3回はWBGT値を計測し、児童生徒
への安全対策を行っています。その数値によって、一斉給水と休憩の校内放送
を1時間おきに入れることや、体育等の活動内容の見直し、時間短縮を行う
などの通達を行っています。

出欠席の扱い

健康に過ごすために

出欠席・保健安全


